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資格の大原 
 

2023 年９月 12日（火）17 時現在 
 

 

 第 33回（2023 年９月検定）  

建設業経理士１級原価計算 解答速報 
 

 模範解答および採点基準は、学校法人大原学園が独自の見解で作成しており、試験機関による本試験の結果等について

保証するものではありません。また、予告なしに内容を変更する場合があります。模範解答等の著作権は学校法人大原学

園に帰属します。 
 
 

〔第１問〕（20 点） 

  問１（10点） 

          10         20    25 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

10 

事前原価は、行為の開始される前に測定される原価で、

予定原価とも呼ばれる。建設業で用いられる事前原価に

は、①注文獲得や契約価格設定のために算定される見積

原価、②現実の企業行動を想定して算定される実行予算

原価、③原価能率の増進のために規準値として算定され

る標準原価の 3つがある。①は、建設業独特の積算業務

と深い関係のある原価測定である。②と③は、財務会計

機構と有機的に結合し予算管理制度や原価管理制度と

してシステム化され、原価計算制度における原価概念と

して機能するものである。 

   

問２（10点） 

          10         20    25 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

10 

予定配賦法を用いることの意義は、①原価計算の迅速

化、②操業水準に関わらず配賦率を一定に出来ることの

2つがある。予定配賦法では、原価計算期間の実際工事

間接費額の確定を待たずに工事間接費の配賦計算を進

めることが出来るため、計算の迅速化を図ることが出来

る。また、工事間接費は固定費部分が多く、実際配賦法

を採用すると操業水準の変動により配賦率が大きく変

化してしまうことがあるが、予定配賦法では、一定の配

賦率に基づいて配賦計算を行うため、比較可能性を持っ

た原価資料を作成することが出来る。 
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〔第２問〕（10 点）各 2点×5ヵ所 
 

記号（ア～ス）        

１ ２ ３ ４ ５        

ウ ア サ キ ス        

 

 

〔第３問〕（18 点）各 6点×3ヵ所 
 

     

問１  直接配賦法 ￥  413,400     

 

     

問２  階梯式配賦法 ￥  407,268     

 

     

問３  相互配賦法－連立方程式法 ￥  411,120     

 

 

 

〔第４問〕（18 点）問 1～2は各 4 点、問 3～4 は各 5 点 
 

        

問１  当月の差額原価   37,500   円 代替案 ２ （１または２）  

 

        

問２  当月の差額原価   331,500   円 代替案 １ （  同  上  ）  

 

        

問３  当月の差額原価   147,000   円 代替案 １ （  同  上  ）  

 

        

問４  当月の差額利益   53,000   円 代替案 ２ （  同  上  ）  
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〔第５問〕（34 点）★印各 4 点×8ヵ所、☆印 2点×1ヵ所 

    問１ 
 

完成工事原価報告書 

自 20X1 年 10 月 1 日 

至 20X1 年 10 月 31 日 

Ｘ建設工業株式会社  

(単位：円)  

      

 Ⅰ．材 料 費    1,900,500    

      

 Ⅱ．労 務 費    296,000    

      

 Ⅲ．外 注 費    1,093,800    

      

 Ⅳ．経 費    997,840    

      

 （うち人件費 
 

 652,840   ）  

 

      
      

 完成工事原価    4,288,140   ★ 

      
      

 

 

問２      

 ￥  2,171,200   
 

 
 

 

     問３ 
 

 ① 運搬車両部門費予算差異 ￥ 8,600   記号（ＡまたはＢ） Ａ 
 

 

 ② 運搬車両部門費操業度差異 ￥ 2,400   記号（ 同 上 ） Ａ 
 

 

 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

☆ 


